
する胞膜ビーズというものの中に
実験に用いる菌を入れ、それを汚
水のモデルとなるものに投入し、
１日ごとにどれほど水質浄化され
たのかを過マンガン酸カリウムと
いう薬品を用いた中和滴定という
方法で水値を計測しました。
　今回の実験ではイースト菌と乳
酸菌を菌として、カロリーメイト
を水に溶かしたものを活水のモデ

ルとして用い、一週間の
間のサンプルを採取して数値を計測しました。
この実験方法自体は昨年度行ったものと同じで
したが、薬品の計量工程や濃度を合わせる工
程が多く、正直とても難しかったですが、先生
方のご指導のおかげで上手く操作
することができました。
　結果として、理科研究発表会
では優秀賞という成績を残すこ
とができました。来年度には、
更なる結果を残せるだけの力が
後輩の方々にはあると思ってい
ますので、更なる高みを目指し
　ていただきたいです。

第16号第16号

前
期
の
予
定

前
期
の
予
定

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度

（１） 平成29年３月１日発行 （16）平成29年３月１日発行
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４
月
10
日（
月
）
新
任
式
・
始
業
式
・
入
学
式

　
　
12
日（
水
）〜
13
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

１
年
次
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　

合
宿

　
　
14
日（
金
）
対
面
式
・
部
紹
介
・
避
難
集
合
訓
練

　
　
23
日（
日
）　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
科
目
選
択
説
明
会

　
　
24
日（
月
）　
振
替
休
業
日
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
）

　
　
28
日（
金
）　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
報
告
会

５
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）
支
部
総
体

　
　
15
日（
月
）　
振
替
休
業
日
（
支
部
総
体
）

　
　
16
日（
火
）〜
30
日（
火
）
面
談
週
間

６
月
１
日（
月
）
衣
替
え

　
　
３
日（
土
）〜
５
日（
月
）
県
総
体

　
　
６
日（
火
）
振
替
休
業
日
（
県
総
体
）

　
　
９
日（
金
）　
防
災
避
難
訓
練

　
　
16
日（
金
）〜
21
日（
水
）
前
期
中
間
考
査

　
　
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）
支
部
総
合
文
化
祭

７
月
14
日（
金
）
球
技
大
会

　
　
18
日（
火
）
三
者
面
談
開
始

　
　
21
日（
金
）
全
校
集
会

　
　
24
日（
月
）〜
８
月
20
日（
日
）
夏
季
休
業

　
　
30
日（
日
）
学
校
説
明
会

８
月
５
日（
土
）
同
窓
会
総
会

　
　
21
日（
月
）
全
校
集
会

　
　
26
日（
土
）〜
27
日（
日
）
迫
桜
祭

　
　
28
日（
月
）〜
29
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
振
替
休
業
日
（
迫
桜
祭
）

９
月
26
日（
火
）〜
29
日（
金
）
前
期
末
考
査

　
　
29
日（
金
）
前
期
終
業
式

３の４　小野寺恭一

　
い
つ
も
会
報
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
会
報
発
行
に
あ
た
り
、
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
迫
桜
生
の
素
晴
ら
し
い

活
躍
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子
、

多
方
面
か
ら
支
え
て
下
さ
い
ま
す

地
域
の
皆
様
方
の
声
を
会
報
を
通

じ
お
届
け
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
同
様
広
報
委
員
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
次
第
に
寒
さ
も
和
ら
い
で
く
る

こ
の
頃
で
す
が
、
ご
自
愛
の
ほ
ど

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
一
同

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　今年度、私達理工部理科班は、11月に行われる理科
研究発表会に向けて実験を行ってきました。
　私は昨年度の先輩が行った「細菌による水質浄化」
という研究を引き継ぐ形で実験を行いました。この実 
  験では、人工イクラを作成する技術を応用して作成

「細菌による水質浄化」実験を
　　　　　　　　　引き継いで

２の２　髙橋　結奈

２の３　岩渕なごみ

編
集
後
記

編
集
後
記

10月7日 運動会

　私は今回初めて家庭クラブ研究発表大会に参加しまし
た。
　最初は２年次全員に「お手玉」についてのアンケート
を行い、アンケートをパソコンでまとめました。
　私達にとっての初めての発表は県大会でした。
　私は大勢の前で話すことはとても苦手で発表前でも緊
張していました。結果は最優秀賞をいただき、東北大会
に出場することができ、大変嬉しかったです。そして
12 月に行われた東北大会では今まで以上に緊張し失敗
しないかという不安でいっぱいでした。他校の発表は内
容が分かりやすく、抑揚がついているなど素晴らしい発
表でした。目標だっ
た全国大会には出場
できませんでしたが
悔いは残っていませ
ん。今回の活動に参
加したことをこれか
らも生かし、積極的
に参加したいと思い
ます。

　　　　　　　　今回プレゼンテーションを活用し「手
から手へ～迫桜からひろげよう ! 遊びうた～」と題して、
私たちが活動している家庭委員会の内容と保育所を訪問
したことについてまとめ発表しました。
　私はこのような経験は初めてだったので、あまり自信
はなかったのですが自分たちなりに練習期間を有効に使
い精一杯頑張ったので、聞いている方々に自分たちの思
いを伝えるという部分では、しっかりまとまった発表に
なったのかなと思います。
　今回の体験は自分にとって大変いい経験になりました。
この経験を活かしてこれからの生活をすごしていきたい
と思います。そして今回学んだことは次の活動に生かし
ていきたいです。

第64回東北ブロック
　家庭クラブ連盟研究発表大会
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英語スピーチ
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退職者あいさつ退職者あいさつ新任者あいさつ新任者あいさつ

三
年
次
委
員
長

　 

　
　
鶴
岡

　美
貴

（２）平成29年３月１日発行（３） 平成29年３月１日発行

校
長 

三
　
浦
　
孝
　
洋

は
じ
め
に
言
葉
あ
り
き
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◆ ◆

　
立
春
が
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら

気
温
の
底
は
ピ
ー
ク
を
過
ぎ

た
と
は
い
え
、
寒
さ
は
身
に

し
み
、
本
格
的
な
春
の
到
来

が
待
た
れ
ま
す
。

　
今
年
度
も
佐
藤
会
長
さ
ん

を
中
心
に
多
く
の
充
実
し
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
に
深
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
迫
桜
高
校
第
十
六

回
生
を
社
会
に
送
り
出
す
時

期
と
な
り
、
卒
業
生
の
保
護

者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
卒
業
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

本
校
で
の
活
動
を
人
生
の
糧

と
し
、
多
方
面
で
活
躍
し
て
、

迫
桜
高
校
の
歴
史
と
伝
統
に

更
な
る
栄
光
を
加
え
て
く
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
子
ど
も
が
中
学
校

に
入
る
頃
か
ら
私
た
ち
親
が

悩
む
こ
と
は
、
親
子
故
に
親

の
気
持
ち
や
意
思
を
「
ど
ん

な
言
葉
」
で
子
ど
も
に
伝
え

た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
に
、
高
校
生
の
子
ど

も
に
対
し
て
は
、
な
お
更
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
叱
っ
た
ら
・
・
・
、
注
意

し
た
ら
・
・
・
、
そ
の
後
の

こ
と
を
心
配
し
て
し
ま
い
、

そ
の
時
言
う
べ
き
こ
と
、
話

す
べ
き
こ
と
を
せ
ず
じ
ま
い

に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
積
も
り
積
も
り
、

た
め
に
た
め
て
、
い
つ
か
爆

発
し
、
は
き
出
し
て
し
ま
う

こ
と
で
、
お
互
い
が
気
ま
ず

い
思
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
親
子
だ
か
ら
こ

そ
「
だ
め
は
だ
め
、
良
い
こ

と
は
良
い
」
と
は
っ
き
り
言

え
る
は
ず
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
時
は
感
情
的
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　
私
た
ち
が
、
自
分
の
意
思

を
子
ど
も
を
含
め
た
他
の
人

に
伝
え
る
方
法
の
最
善
で
最

良
は
言
葉
で
す
。

　
思
春
期
に
あ
る
中
学
生
や

高
校
生
は
今
「
心
」
が
揺
れ

動
い
て
い
ま
す
。
今
何
か
を

し
た
い
が
、
そ
れ
が
何
で
あ

る
か
分
か
ら
ず
思
い
悩
ん
で

い
ま
す
。
誰
か
に
相
談
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も

た
ち
の
「
心
」
の
有
様
を
、

敏
感
に
感
じ
取
り
、
「
言

葉
」
を
か
け
る
こ
と
で
方
向

性
を
示
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
私
た
ち
「
親
の

子
ど
も
」
で
あ
る
と
と
も
に

「
社
会
の
子
ど
も
」
で
も
あ

り
ま
す
。

　
大
切
に
育
て
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

旅
立
つ
み
な
さ
ん
へ

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
の
皆
様
、
お
子
様
が
立
派
に
成
長

さ
れ
卒
業
と
い
う
門
出
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
三

年
前
、
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
迫
桜
高
校

の
門
を
く
ぐ
っ
た
入
学
式
、
つ
い
こ
の
間

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
長
い
人
生
の
中
の
三
年
間
と
い
う
短
い

時
間
で
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ

れ
ま
し
た
か
。
部
活
に
一
生
懸
命
な
人
、

勉
強
に
励
ん
だ
人
、
ま
た
友
情
を
築
き
上

げ
た
人
、
様
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
は
新
た
な
目
標
に
向
け
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
就
職
又
は
進
学
、
一
人

一
人
が
選
ん
だ
道
を
進
み
ま
す
。
あ
る
方

の
こ
う
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。『
人
生

は
マ
ラ
ソ
ン
な
ん
だ
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
で

一
等
を
も
ら
っ
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
』

人
生
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。
失
敗

を
恐
れ
ず
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
成
功
し
た
と
し
て
も

そ
れ
を
継
続
す
る
努
力
、
日
々
の
積
み
重

ね
も
大
切
で
す
。
夢
、
目
標
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
迫
桜
高
校
の
卒

業
生
と
し
て
、
学
校
で
の
思
い
出
を
生
涯

大
切
に
、
そ
し
て
、
周
り
の
人
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
、

　「
夢
は
ば
た
け
未
来
へ
‼
」

　
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒
業
心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
保
護
者

に
よ
っ
て
見
守
ら
れ
て
き
た
生
活
か
ら
高

校
を
卒
業
し
、
自
分
の
決
め
た
道
へ
進
み

不
安
や
期
待
を
抱
い
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

　
就
職
・
進
学
と
そ
れ
ぞ
れ
道
は
違
い
ま

す
が
、
高
校
生
活
と
は
違
い
大
き
な
責
任

を
持
っ
て
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
に

な
り
ま
す
。
自
由
に
な
る
部
分
が
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
自
分
自
身
で
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
出
て

く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
は
迫
桜
生
と

し
て
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
在
校
生
に
対
し

て
胸
を
張
っ
て
卒
業
生
だ
と
言
え
る
様
な
、

素
敵
な
大
人
に
成
長
す
る
事
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
三
年
間
で
培
っ
た
経
験
を

忘
れ
ず
、
大
事
な
友
達
を
大
切
に
し
て
卒

業
生
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
見
つ
け

る
事
が
出
来
る
様
に
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま

す
。

　
三
年
次
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
、
迫
桜
高
校
で
の
三
年
間
は
、
大

変
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

専
門
科
目
、
普
通
科
目
の
勉
強
。
運
動
、

文
化
系
の
部
活
動
。
委
員
会
活
動
、
人
間

関
係
、
友
情
。
皆
さ
ん
の
学
校
内
外
に
お

け
る
三
年
間
の
体
験
は
、
言
葉
で
は
表
現

す
る
事
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
体
験
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

が
進
む
新
し
い
世
界
は
、
と
て
も
厳
し
い

世
界
だ
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
、
自
分
が
創
造
し
て
い
た
も
の
と
は

違
う
こ
と
な
ん
て
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
難
局
に
自
分
が
立

た
さ
れ
た
時
こ
そ
が
大
切
で
す
。
目
の
前

の
実
現
す
る
事
も
、
自
分
の
夢
の
為
に
立

ち
向
か
い
、
実
現
す
る
事
も
全
て
は
自
分

の
決
断
次
第
で
す
。
自
分
で
選
ん
だ
道
で

起
こ
る
様
々
な
困
難
は
、
他
の
誰
か
が
与

え
た
試
練
で
は
な
く
、
自
分
の
決
断
に
よ

り
生
ま
れ
た
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
失
敗
し
て

も
、
立
ち
止
ま
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事

を
や
め
な
い
。
自
分
で
選
ん
だ
道
だ
か
ら

こ
そ
、
人
の
評
価
を
求
め
な
い
。
自
分
が

納
得
し
た
生
き
方
を
選
択
す
る
。

　
こ
の
先
も
、
た
く
さ
ん
の
選
択
肢
が
皆

さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ン
ト
は
、
迫

桜
高
校
で
の
貴
重
な
体
験
で
す
。
皆
さ
ん

が
、
今
後
の
人
生
を
よ
り
よ
く
、
よ
り
楽

し
く
生
き
て
い
け
る
事
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

「今昔の時」

「生み出す力」

「宮城の地で」

夢
へ
向
か
っ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　 

佐
藤

　由
理

教　諭 畑山　幸敏

「迫桜高校よ永遠に」
実習教諭 菅原喜久男

教 諭 山根　由経

教 諭 髙橋　摩理

　今年度新採用で迫桜高校に赴任致しました、山
根由経と申します。出身は広島県ですが、色 な々ご縁

もあり、ここ宮城の地で数学の教員としてスタートを切ることがで
きました。中学生の頃から、数学が好きで得意だったことや、友達
に「説明が分かりやすいね」と言ってもらえたことから教員を目指
すようになり、昨年度大学院を修了し、今年度から教員として働か
せて頂いている次第です。
　学校現場を知らなかった頃の私は、「こう説明すればみんな理
解できるだろう」、「数学が嫌いな生徒を好きにさせてみせる」と
根拠のない自信に満ちあふれていました。しかし、実際に授業をし
てみると、思うように伝えられないことも多く、失敗と反省を繰り返
しながら、授業研究する毎日です。生徒の「今日の授業分かっ
た！」、「先生の説明分かりやすい！」という反応や言葉に勇気づけ
られながら私自身勉強させて頂いています。
　この一年間は触れる物全てが新鮮で、迫桜生と同じく私自身も
大きく成長できた年だと思っています。この初任として過ごした一
年間の気持ちを忘れず、これからの教員生活に活かしていきます。
まだまだ今の私は、自分の思い描いていた教師としての私とはほ
ど遠いです。一日でも早く一人前の教師となれるよう精進して参り
ますので、今後ともよろしくお願い致します。

　「さあこれからグランド整備に行くぞ」と声が
かかったのは、新米教員として栗農に赴任し、酒

席が盛り上がった時だったと思う。外は小雨、次の日は体育祭
である。やんちゃな生徒が多かった時代、教員集団は一つの方
向を向き団結力が強かった。保護者もまた協力的で何事にも積
極的に参加してくれ、月日の流れが速いように感じていた。
  それから数十年が過ぎ、世の中が変化し家庭もまた少しずつ
変化している。当時の生徒と比較すると今の生徒は自立心が劣
るような気がしてならない。
  自分も子の親として何をしたかを考える時手をかけ過ぎず、
自分で考えるようにさせた覚えがある。
  地域の担い手として頑張ってもらいたい若者を周囲が協力し
て育てていく責務があると思う。それができる地域だと思う。
  「ＰＴＡ」が協力し、地域に貢献できる人材の育成が今後も
必要だと思う。
  迫桜高校ＰＴＡの益々のご発展をお祈り申し上げます。

　早いもので、迫桜高校に赴任してから1年が経とう
としています。4月に迫桜高校の教員として赴任が決

まり、緊張と不安な気持ちの中、栗原の地を訪れました。桜の咲く
中に建つ学校と迫桜生の人懐っこい様子に、ゆったりとした気持
ちになれたのを覚えています。
　私は、幼い頃からものを作ることが好きな子供でした。それは
高校生になってからも変わることがなく、進学の際にも美術系の
大学に行こうと決めていました。教員を志望したのは大学生の時
でした。自分の手で、自分の力で何かを生み出せる事や、自分を表
現できる事の楽しさや嬉しさをたくさんの人に伝えたいと思い、教
員を目指すようになりました。教員になる道のりは安易なものでは
ありませんでした。様々な経験をし、悩み、何度も諦めようと思いま
したが、現在、教員として生徒達と一緒に様々な事を感じ合い、生
徒達のキラキラとした表情を見る度に、「教員になって良かった」
と日々感じることができています。
　この一年間、保護者の皆様・地域の皆様・先生方、そして生徒
達からたくさんの事を学ばせていただきました。美術では、自分の
内側に潜んでいるものをどのように表現し、外に出すのかが大事に
なってきます。生徒達の中にある「生み出す力」「表現する力」「考
える力」を信じ、これからも私自身のエネルギーを全力で生徒達に
向けていきたいと思っています。まだまだ何かと不慣れなところも
あるかと思いますが、迫桜高校・迫桜生のために尽力していきたい
と思っています。今後もご指導よろしくお願い致します。

　平成13年４月、迫桜高校の開校。それから16年。
廻る年月がはやいものである。

　平成13年、図書情報管理部で各種行事記録のビデオ撮影編集
を担当。平成13年４月９日、開校式、入校式そして午後に行わ
れた入学式。５月19日、迫桜高校の校歌「まほらの詩」の発表
会。10月10日、開校記念式典、その他の行事撮影。何もかもが
全て初の行事撮影。県教育委員会、「姫神」こと故・星吉昭氏、
浅野史郎宮城県知事らをビデオカメラのレンズ越しに見られた
ことはとても光栄である。これらの記録ビデオは編集され、学
校説明会で今も紹介されている。記録ビデオ撮影は貴重である。
人は時間が経つと忘却する。
　その後、３年ほど迫桜高校を離れ、平成18年４月、２度目の
迫桜高校勤務。総務部では同窓会報編集事務局担当。同窓会報
10周年記念号の発行。同窓会報発行では若柳高校、栗原農高、
迫桜高校各同窓生、同窓会役員の方々からご協力を頂き、ＰＴ
Ａでは健全育成委員会を担当、保護者の皆様からご協力も頂い
た。同窓会並びにＰＴＡへ深く感謝したい。
　迫桜高校は開校から16年。これからも「ずーと」続く学校で
ある。歴史と良き伝統を築きあげ、地域に根ざした迫桜高校を
目指してください。
　最後に迫桜高校の生徒、保護者の皆様に対し、今後ますます
発展することを祈念いたします。これまで大変お世話になり、
ありがとうございました。

一
年
次
委
員
長

　 

　
　
菅
原

　由
美

　
こ
の
度
御
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
保
護

者
の
皆
様
、
や
っ
と
少
し
は
肩
の
荷
が
降

り
た
で
し
ょ
う
か
？
私
自
身
も
上
の
二
人

を
迫
桜
で
卒
業
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

年
は
三
番
目
が
迫
桜
生
と
な
り
、
又
々
四

苦
八
苦
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ
。

　
一
年
次
、
二
年
次
、
三
年
次
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
名
前
を
覚
え
て
い

ま
す
か
？
彼
等
、
彼
女
等
の
特
徴
を
覚
え

て
い
ま
す
か
？

　
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
に
連
れ
、
嫌
な

事
や
面
倒
な
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
く
じ

け
そ
う
に
な
っ
た
り
己
に
負
け
て
し
ま
う

事
も
き
っ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
に
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
顔
を
是
非
、

思
い
出
し
て
下
さ
い
。
自
分
か
ら
彼
等
や

彼
女
た
ち
と
会
う
努
力
を
し
て
下
さ
い
。

　
き
っ
と
そ
う
す
れ
ば
、
元
気
が
出
て
き

ま
す
。
同
時
代
を
生
き
て
来
た
友
と
、
同

じ
様
な
悩
み
を
ぶ
つ
け
合
え
ば
、
そ
れ
だ

け
で
き
っ
と
力
に
な
り
ま
す
。
会
え
た
だ

け
で
、
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　
成
り
た
い
職
業
が
あ
る
人
、
そ
う
い
う

人
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
目
指

せ
ば
、
自
ず
と
進
む
道
が
開
け
て
来
ま
す

か
ら
。

　
さ
て
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
人
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
？
　
考
え
る
し
か
な

い
の
で
す
。
も
が
く
し
か
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
に
合
っ
た
道
を
少
し
で
も

早
く
、
見
つ
け
ら
れ
る
様
、
努
力
す
る
の

で
す
。
貴
方
た
ち
の
未
来
に
幸
せ
が
あ
る

事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
体
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
父
や
母
に
感
謝
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
貴
方
た
ち
の
源
で
す

よ
。

桜
よ
、
咲
け

二
年
次
委
員
長

　 

　
　
菊
地

　美
穂

卒
業
生
に
向
け
て



（４）平成29年３月１日発行（５）

栗原市高等学校・警察署合同巡回

健全育成委員　星　　　貴　江
「巡回指導に参加して」

平成29年３月１日発行

12
22

12
22

親子進路ガイダンス

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　12月22日、警察の方、担当の先生方と健全育
成委員で合同巡回指導を行いました。若柳警察
署から石越と金成方面の２グループに分れて巡
回を行う予定でしたが、今回は委員の参加者が
少なく、石越方面（石越駅、パチンコ大将軍）
のみの巡回となりました。
　この日はあいにくの雨ということで、まだ下
校時間から間もないこともあり、自転車やバイ
クでの下校の生徒は見かけられませんでした。
　石越駅に着いた時、電車を待っている迫桜生
がいました。そこで生徒から話を聞くことがで
きました。女子生徒から不審者などの話を聞く
ことができました。この後、パチンコ大将軍の
店内を巡回し生徒の姿はありませんでした。警
察の方に話を聞くと巡回していて迫桜生を補導
したことはありませんと言われて親として嬉し
く思いました。

　これから社会人の一員となる生徒の皆さん、
社会生活を送る上での常識を高校生活の中で身
についていることでしょう。モラルに欠けた大
人にならないように充実した高校生活を送って
ほしいと思います。

10
16

10
16

「研修旅行に参加して」

　10月１日、盛岡方面への研修旅行に参加してき
ました。盛岡大学の校内（講義室・食堂・新校舎
等）の見学をし、娘が今通っている大学という事
もあり、とても興味深く話を聞かせてもらいまし
た。学生達を取りまく環境や生活の様子等を伺え、
とても参考になりました。
　昼食には「東家」でのわんこそばで、楽しみに
していた一つで感激しました。スタートで始まり
蓋をして終了となります。４人に１人店員さんが
付き、マッチ棒のような物で食べた数を自分達で
数えながら食べ
ました。早く食
べ終わった人達
はスムーズに蓋
ができましたが、
最後の方に残っ
た人は店員さん
のかけ声が上手
で、蓋をするタ
イミングが大変
そうでした。

　次に向かったのは手作り村でした。竹細工と藍
染めの体験で、お母さん達は藍染めを体験してき
ました。布にビー玉、石、割ばし、輪ゴム、洗濯
バサミ等を使って模様を作ります。実際に染めて
みなければ、どんな模様になるかわからないので
想像しながら取り組みみました。オリジナルの物
が出来て良かった!いい体験が出来ました。
　最後は宮沢賢治記念館でした。散歩をしながら
見学してきました。
　初めて研修旅行に参加しました。緊張すると思
い構えていましたが、和やかな雰囲気でいろいろ
な体験もでき参加して良かったと思います。皆様
も是非参加してみて下さい!

10
1

10
1

ＰＴＡ研修旅行

後期の後期の 活動活動ＰＴＡＰＴＡ
一般会員　田　中　真由美進路指導部　千　葉　朋　彦

「ＰＴＡ進路ガイダンスについて」

　10月16日、全年次の生徒・保護者を対象に、
ＰＴＡ進路ガイダンスが開催されました。当日は
進路別・年次別に分かれ、分科会形式で行ないま
した。また、保護者の方々対象に、奨学金や教育
ローンについて、さらには社会に送り出すに当た
って家庭が準備すべき事など、保護者の皆様の関
心が高いテーマに基づいた講話や講演会を開催し
ました。
　「進学」の分野では、大学・短大・専門学校・
看護学校などに多くの学校関係者が来校し、アリ
ーナを会場として説明会が行なわれました。各自
が現在志望している進路先だけでなく、同種の学
校にも出向いて話を聞くなど、熱心に説明を聞く
姿が見られました。
　「就職」の分野では、就職の現状についての講
演、そして面接指導や筆記試験対策など、実践
的な指導が行なわれました。
　「公務員」の分野では、警察・消防・自衛
隊・県職員の方々から直接説明を聞き、かな
り具体的な質問をしていたのが印象的でした。

　ほぼ進路が決定した３年次に対しては、ビジネ
スマナー講習や年金セミナーなど、将来を見据え
たガイダンスを行ないました。
　生徒たちが希望を叶えるためには、ご家庭での
話し合いとご協力が必要です。その話し合いのき
っかけや話題作りのためにも、このような機会を
積極的に利用していただきたいと思います。



担任の先生から卒業生へ
　　　　　　　そして卒業生から

（６）平成29年３月１日発行（７） 平成29年３月１日発行

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
穏
や
か
で
、
温
か
い
す
て
き
な
ク
ラ
ス

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
。
時
に
は
立
ち
止
ま

り
、
考
え
、
発
見
し
、
実
り
あ
る
日
々
を
過
ご
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
健

康
に
気
を
つ
け
て
!

副
担
任

　千

　葉

　美
奈
子

贈贈 るる 言言 葉葉

三
年
次
主
任

　
　矢
島

　
　充

　

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
保
護
者
の
皆
様
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
入
学
式
後
の
挨
拶
で
私
は
保
護
者
の
皆
様
に
次

の
よ
う
な
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
迫
桜

高
校
に
は
実
績
が
あ
る
。
入
学
後
の〝
伸
び
し
ろ
〞

が
著
し
く
、
当
初
の
実
力
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
進
路
目
標
を
達
成
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
、
迫

桜
祭
や
体
育
大
会
な
ど
の
行
事
に
力
を
入
れ
、
生

徒
が
成
長
す
る
環
境
が
あ
る
。」
私
は
年
次
主
任

と
し
て
、
３
年
間
の
見
通
し
を
持
っ
て
生
徒
達
に

接
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
達
は
確
実
に
成
長
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
、「
進
路
決
定
す
る
生
徒
達
に
、

過
保
護
に
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
放
任
せ
ず
、
つ

か
ず
離
れ
ず
生
徒
を
支
援
し
て
頂
き
た
い
。」
と

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、
卒
業
後
の

進
路
決
定
の
た
め
に
主
体
的
に
動
き
、
進
路
先
で

生
き
て
い
く
た
め
の
力
を
養
っ
て
く
れ
た
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、〝
つ
か
ず
離
れ
ず
〞
が
続
く
と

思
い
ま
す
。
生
徒
達
に
は
、
た
く
ま
し
く
、
し
な

や
か
に
、
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
を
歩
ん
で
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

担
任

　千

　葉

　
　
　亮

　
君
た
ち
の
高
校
時
代
の
１
ペ
ー
ジ
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
迫
桜
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
の
糧
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
高
校
時
代
の
友
人
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
君
た
ち
の
輝
か
し
い
未
来
を
願
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

副
担
任

　山

　崎

　芳

　裕

副
担
任

　熱

　海

　美

　穂

　
卒
業
と
は
ス
タ
ー
ト
だ
。
と
い
う
人
は
大
勢
い
る
。
事
実
そ
う
だ
。
最

高
学
年
か
ら
１
年
目
に
な
る
の
だ
か
ら
。
で
も
、
手
ぶ
ら
で
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
い
る
訳
で
は
な
い
。
豊
か
な
経
験
と
心
を
許
せ
る
友
人
と
我
々
が

い
る
。
恐
れ
ず
に
ス
タ
ー
ト
を
き
る
べ
し
！

副
担
任

　齋

　藤

　大

　士

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　「卒
業
お
め
で
と
う
」

1 組はとても平和なクラスで過ごしやすかったです！文化祭でのよさこい〈百鬼夜行〉
は大変でしたが、みんなで練習をし、ひとつの作品を作りあげることができました！
1 年間あっという間でしたが楽しかったです！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　亜佑美

　私たち３年２組は個性豊かで元気いっぱいなクラスです！行事ではみんなが
団結してパリピ～～～☆☆☆どの行事も忘れられない良き良き思い出です！こ
こに書ききれないほどのたくさんの思い出でいっぱいです。１年間とても楽し
かった！ありがとう卍
                                                  　　　　　　　　ちゃんみずきん

　私たち 3 年 3 組は、優しさと何事にも全力で取り組む力を持っています。球技大会では、
全員でメンバーを決め合ったり、一人一人が真剣に取り組むことができ総合優勝できまし
た。アメとムチのある先生たちと毎日 HAPPY な日々を送ることができました。これから
それぞれの進路でここで身に付けた力を活かし、笑顔で頑張っていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エミカ・みのり

担任　佐　藤　　　彩
　張り詰めた冷たい空気が緩み、春の音が近づいている。流れる雲が
ガラスに映りこむこの学び舎で君たちとすごした２年間は、わたしの
宝物。卒業おめでとう。たくさんの幸せを両手いっぱいに掴んでね。

　「夢を持とう」
　これからは、それぞれの選んだ道を歩んでいくことになりますが、
常に目標を持ってください。目標を持てば為すべきことが見えてきま
す。目標達成の積み重ねが、大きな夢の実現に近づきます。自分には
できないと諦めず、大きな夢を持ちましょう。

担任　和　泉　俊　宏

　
卒
業
お
め
で
と
う
。

　
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
。
君
達
と
過
ご
し
た
貴
重
な
時
間
は

私
に
と
っ
て
大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
君
達
の
進
む
道
が
希
望

に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

2組2組

1組1組3組3組



（８）平成29年３月１日発行（９） 平成29年３月１日発行

進路指導部からの報告進路指導部からの報告
　現在までの３年次の進路決定状況は下のとおりです。今年度の傾向として求職者に対しての求人数が例年
より増加したことがあげられます。その結果、当初進学を考えていたが就職先があるので働きたいという勤
労感を持った生徒が増えたことや、家庭の経済的理由で進路変更に至った生徒も見られました。現在まで、
６６名が内定をいただきましたが、内定率は９７％と例年より高い割合になっています。全体的に求人数が
増加したおかげで、間を置くことなく応募できたことが内定率の高さに繋がったものと考えております。ま
た、生徒と保護者、そして教員も含めて職業理解や受験に向かう心構え等についてよりコミュニケーション
をとっていただいたことが採用内定に至ったものと感謝申し上げます。
　進学については、例年と同じようにＡＯ・推薦入試受験者が多く進学先を早めに決めたことが早期合格に
至っています。一般入試に自信が持てず、抑え気味の手堅い受験を選んだことも理由の一つと考えられます。
現在一部の大学、短大の一般入試や看護学校受験を残し殆どが合格しています。
　後輩の皆さんには、受験に関してぶれない目標を早く決め、早い時期から学習に取り組む事を切望します。
　最後に、本校では進路ガイダンス等で多くの外部講師を招き、進路指導を充実させてきました。外部講師
による公務員講習も実施しており、来年度も４月から実施したいと考えています。さらにキャリア教育指導
も上手く結びつけ、次年度はより生徒一人ひとりが伸長できる進路指導を目指して行きたいと考えています。
　今後とも皆様のご理解とご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　
①　四年制大学
　　　　　　　東北学院大学⑵，東北文化学園大学 ,石巻専修大学⑵，大正大学，東北芸術工科大学，明海大学⑵，
　　　　　　　東北福祉大学，富士大学，東北工業大学⑷，文京学院大学，宮城学院女子大学，仙台大学，
　　　　　　　尚絅学院大学⑵，帝京大学
②　短期大学　聖和学園短期大学⑵，宮城誠真短期大学⑸，山形県立米沢女子短期大学，仙台青葉学院短期大学⑷，
　　　　　　　修紅短期大学⑵ 
③　大 学 校　宮城県農業大学校⑵，東北職業能力開発大学校⑶
④　専門学校　晃陽看護栄養専門学校，花巻高等看護専門学校，仁愛看護専門学校，水沢学苑看護専門学校⑵, 
　　　　　　　葵会仙台看護専門学校，石巻赤十字看護専門学校，一関高等看護専門学校，仙台市医師会看護専門学校准看護科，
　　　　　　　気仙沼市医師会看護専門学校准看護科，大崎医師会看護専門学校准看護科⑷，仙台医健専門学校，
　　　　　　　日産自動車整備大学校，宮城県立石巻高等技術専門校⑶，宮城県立大崎高等技術専門校⑵，花壇自動車大学校⑵，
　　　　　　　東北電子専門学校，バンタンデザイン研究所，仙台リゾート＆スポーツ専門学校⑵，
　　　　　　　ＳＥＮＤＡＩ中央理容美容専門学校⑵，仙台理容美容専門学校⑵，東北外語観光専門学校，
　　　　　　　仙台スイーツ＆カフェ専門学校，仙台医療福祉専門学校⑵，仙台大原簿記情報公務員専門学校，
　　　　　　　デジタルアーツ仙台⑵，辻調グループエコール東京製菓専門学校⑵，仙台こども専門学校 ,
　　　　　　　仙台リハビリテーション専門学校，東京美容専門学校， 北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ，
　　　　　　　仙台コミニュケーションアート専門学校⑵，東京コミニュケーションアート専門学校⑵，
⑤　公 務 員　宮城県職員（土木）⑵，登米市職員，宮城県警，宮城県警（事務）
　　　　　　　自衛隊一般曹候補生⑶，自衛官候補生⑽
　
【管内】社会福祉法人迫川会，介護老人保健施設高森ロマンホーム，ナブコ・トート㈱⑵，菅原産業㈱，
　　　　ジオマテック㈱⑵，伊藤ハムデイリー㈱⑵，豊田合成東日本㈱，金の井酒造㈱，㈱若柳タムラ製作所⑵,
　　　　仙北信用組合⑶，農業組合法人水鳥，㈱浦島，タカハター㈱，栗原食肉㈱⑵，医療法人社団玄成会達内科，
　　　　イワサキ通信工業㈱，栗っこ農業協同組合，社会福祉法人千葉福祉会、㈱ウィル，㈱クック・ガーデン⑵
【県内】社会福祉法人共生福祉会萩の郷福寿苑，㈲大原飲食，トヨタ自動車東日本㈱⑵，㈱大昇物流，
　　　　 ㈱東北イノアック，㈲オカモト建業，トヨテツ東北㈱，㈱登米村田製作所，㈱ウジエスーパー， ㈱丸本工業所，
　　　　及川被服㈱，㈲カフェクリエイト，㈱ファースト，㈱宮城県食肉流通公社，仙北工業㈱，㈱佐々木建設，
　　　　エスビー食品㈱宮城工場，㈱フコク，マルハニチロ㈱，鳴子ホテルマネジメント㈱，川口自動車鈑金塗装㈲
【県外】社会福祉法人つくし会特別養護老人ホーム明生園，㈱齋藤松月堂，イオンスーパーセンター㈱，㈲ゼン，
　　　　山岸電設工業㈱⑵
　　　　㈱ナカムラ⑵，日野自動車㈱，㈱エムテック，㈱シンクラン，佐川急便㈱⑵，今西和裁，㈱ＷＩＮＫＳ，
　　　　エネクスフリート㈱，㈱エー・アンド・ケー・コム

１．概　　況

２．合格状況 （のべ人数）

３．民間就職 （内定先）

３年次生　172名（決定者：進学86名、就職81名、その他３名　未定3名、2月10日現在）

平成28年度　進路決定状況

進路指導部長
　畑　山　幸　敏

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報

　私たち３年４組は、担任の遠藤睦実先生、副担任の千葉健太郎先生のもと、個性
豊かな 33 人のメンバーが集まったクラスです。球技大会では総合３位、運動会で
は総合準優勝という素晴らしい結果を残し、迫桜祭でも全員で協力し、模擬店・ス
テージ発表とともに大成功で終えることができました。普段の授業でもとてもにぎ
やかで楽しく、協力性もあり、皆が仲の良いクラスです。高校最後のクラスが４組
で良かったです。ありがとうございました !!　　　　　　　　　　　　りな

　私たち３年５組は、ムードメーカーが多く新学期から盛り上がり
を見せていました !  勉強に関しては最下位を独占 ! !（笑）それに
対し行事では、持ち前の明るさと団結力を発揮し、見事３冠を執る
ことができました。
　どのクラスよりも笑顔や笑い声の絶えない、とても仲の良い自慢
のクラスです。　　　　　　　　　 　　　　　　　まなみ

※穴注意

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ね
、

　「
父
母
に
恩
を
感
じ
な
い
の
な
ら
ば
、
汝
の
友
と
な
る
者
は
い
な
い
だ

ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
君
た
ち
の
卒
業
の
陰
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど

ん
な
苦
労
も
厭
わ
な
か
っ
た
親
の
存
在
が
あ
る
は
ず
。
そ
れ
に
対
す
る
感

謝
の
心
を
忘
れ
ず
、み
ん
な
ら
し
く
い
つ
の
時
も
明
る
く
素
直
で
謙
虚
に
、

よ
り
よ
く
生
き
る
努
力
を
し
続
け
て
ほ
し
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

　担
任

　平

　井

　安

　弘

『 

高
校
卒
業
は
通
過
点
で
あ
る 

』

　
目
的
の
と
こ
ろ
へ
行
く
た
め
に
、
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
通
過

点
で
あ
る
。

　
君
の
人
生
の
目
的
は
何
か
。
人
生
の
目
的
を
見
失
わ
ず
に
、
新
し
い
環

境
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

副
担
任

　川

　江

　
　
　啓

12
1
13

35
33
68

0
3
3

四年制大学 短 期 大 学 専門・各種学校

男
女
計

国公立
0
0
0

私立
12
9
21

計
12
9
21

国公立
0
1
1

私立
0
13
13

計
0
14
14

　
5
0
5

看護系
2
7
9

その他
10
26
36

計
12
33
45

計
47
34
81

大学校
公務員 民 間 留学等

その他就　　　職

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
お
陰
様
で
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
「
お
陰
様
で
成
功
し
ま

し
た
。」
と
い
う
よ
う
な
時
に
使
い
ま
す
よ
ね
。
成
功
し
た
の
は
自
分
な
の
に
な
ぜ
「
お

陰
様
」
な
の
か
。
そ
れ
は
、「
陰
」
で
支
え
て
く
れ
た
人
の
力
や
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
。

だ
か
ら
「
お
陰
様
」
な
の
で
す
。
み
な
さ
ん
は
ま
も
な
く
今
よ
り
広
い
世
界
に
飛
び
だ
し
、

多
く
の
人
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
お
陰
様
」
の
精
神
で
、
ぜ
ひ
人
か
ら

応
援
さ
れ
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

担
任

　遠

　藤

　睦

　実

　
自
分
な
り
の
生
き
方
を

　
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
前
に
は
輝
か
し
い
未
来
が

待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
○
○
と
比
べ
て
自
分
は
〜
」
と
い
っ
た

相
対
的
な
価
値
観
に
囚
わ
れ
ず
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
、
幸
せ

な
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

副
担
任

　千

　葉

　健
太
郎

5組5組

4組4組
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①この系列を選んだ理由　②主に取得できる資格　

３
年
生
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特
集

③の系列を選んで学んだこと　④後輩へのメッセージ

（10）平成29年３月１日発行（11） 平成29年３月１日発行

①
私
は
、
小
・
中
学
校
の
時
の
福
祉
体
験
を

通
し
て
介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
介

護
福
祉
士
を
目
指
し
た
い
と
思
い
、
福
祉

系
列
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
福
祉
系
列
は
、
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
日
本

赤
十
字
社
救
急
法
救
急
員
な
ど
の
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
福
祉
系
列
で
は
国
家
試
験
合
格
に
向
け
て

座
学
や
実
習
を
通
し
て
専
門
的
知
識
と
技

術
を
学
び
ま
す
。
授
業
で
は
福
祉
に
関
す

る
歴
史
か
ら
始
ま
り
制
度
や
法
律
、
介
護

の
基
本
、
様
々
な
障
害
や
病
気
に
つ
い
て

数
多
く
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
色
々
な
科
目
が
あ
り
得
意
、

不
得
意
が
あ
り
ま
す
が
各
教
科
の
先
生
が

丁
寧
に
対
応
し
て
下
さ
る
の
で
と
て
も
心

強
い
で
す
。
施
設
実
習
で
は
、
実
際
の
現

場
で
利
用
者
と
関
わ
っ
た
り
介
護
技
術
を

経
験
し
ま
す
。
色
々
な
病
気
や
障
害
を
抱

え
て
い
る
利
用
者
に
対
し
て
「
心
」
の
こ

も
っ
た
介
護
を
提
供
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
福
祉
系
列
を
選
択
し
て
学
ん
だ
事
は
、
知

識
や
技
術
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
格

取
得
に
向
け
た
努
力
や
、
思
い
や
り
の
心

を
持
っ
た
行
動
力
は
将
来
活
か
せ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

こ
と
を
今
度
は
自
分
達
か
ら
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
成
長
し
続
け
た
い
で
す
。
熱
心
に

指
導
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

④
本
格
的
に
授
業
が
始
ま
る
１
年
生
、
実
習

や
課
外
で
か
な
り
忙
し
く
な
る
２
年
生
の

み
な
さ
ん
。
国
家
試
験
本
番
で
は
３
年
間

分
の
知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
時
間
を

有
効
に
使
っ
て
日
々
の
復
習
を
大
事
に
し

て
下
さ
い
。
福
祉
系
列
の
頼
り
に
な
る
先

生
方
と
友
達
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
!

①
私
は
将
来
、
進
学
を
目
標
と
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
文
系
か
理
系
か
は
決
め
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
ど
ち
ら
に
で
も
進
学

で
き
る
よ
う
５
教
科
を
基
礎
と
し
て
学
べ

る
人
文
系
列
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
主
に
取
得
で
き
る
資
格
は
、
漢
字
検
定
や

英
語
検
定
、
数
学
検
定
で
す
。
資
格
取
得

す
る
と
、
自
分
自
身
の
今
の
学
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
進
学
受
験
や

就
職
試
験
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

③
人
文
系
列
で
は
、
主
に
進
学
で
す
が
、
就

職
や
公
務
員
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
文
系
列
で
は
定
期
テ
ス
ト
の
際
と

て
も
教
科
が
多
く
大
変
で
す
。
し
か
し
、

授
業
で
は
と
て
も
分
り
や
す
く
先
生
方
が

教
え
て
く
だ
さ
る
の
で
テ
ス
ト
も
や
り
が

い
が
あ
り
ま
す
。
授
業
だ
け
で
は
な
く
課

外
に
も
出
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
知
識
を

吸
収
し
、
自
分
の
強
み
に
も
な
り
ま
す
。

人
文
系
列
で
は
５
教
科
を
基
礎
と
し
て
自

分
の
学
び
た
い
教
科
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
分
の
学
び
た
い
教
科
を
学
べ
る

の
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
学

び
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
自
分
の
可

能
性
を
見
つ
け
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
私
に
と
っ
て
人
文
系
列
の
一
番
の

魅
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
自

分
の
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、

進
路
変
更
を
し
て
い
ま
す
。
無
事
に
そ
の

進
路
先
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
５

教
科
を
基
礎
と
し
た
こ
の
人
文
系
列
を
選

択
し
た
か
ら
こ
そ
で
し
た
。
そ
し
て
、
私

の
考
え
を
聞
き
、
支
え
て
く
れ
た
先
生
方

や
友
人
達
の
お
か
げ
で
す
。

④
人
文
系
列
は
本
当
に
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
ら
れ
ま
す
。
先
生
方
や
友
人
に
も
頼
り

な
が
ら
積
極
的
に
学
ん
で
い
き
、
ぜ
ひ
自

分
の
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

１
組
　
佐
藤
沙
矢
香

福
祉
系
列

①
私
は
、
祖
父
や
父
が
農
業
を
し
て
い
る
た

め
将
来
は
家
の
農
業
を
継
ぎ
た
い
と
思
い
、

農
業
系
列
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
農
業
系
列
で
は
、
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
、

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
、
農
業
技
術
検
定
、

毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
な
ど
の
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。

③
農
業
系
列
で
は
、
実
習
や
座
学
の
授
業
が

あ
り
農
業
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。

座
学
で
は
、
農
業
機
械
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の

構
造
に
つ
い
て
や
、
ア
ー
ク
溶
接
、
ガ
ス

溶
接
の
資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
を
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
農
業
の
歴
史
や
現
代
農

業
の
現
状
、
野
菜
や
草
花
の
栽
培
方
法
や

原
産
国
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
実
習
で
は
、
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
行
な
い
ま
す
。
米
作
り
で
は
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
作
業
を
行
な
い
ま

し
た
。
授
業
は
、
校
内
で
の
作
業
の
他
に

も
市
役
所
や
警
察
署
、
く
り
こ
ま
高
原
駅

な
ど
に
草
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た

り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
場
で
収
穫
し

た
野
菜
を
事
務
室
や
校
務
セ
ン
タ
ー
の
先

生
方
に
買
っ
て
も
ら
う
販
売
実
習
と
い
う

授
業
も
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

実
践
的
な
こ
と
な
ど
数
多
く
の
事
を
学
び

ま
し
た
。
農
業
に
つ
い
て
指
導
し
て
下
さ

　
っ
た
先
生
方
に
感
謝
し
、
学
ん
で
き
た
こ

と
を
大
学
校
や
将
来
に
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

④
農
業
系
列
で
は
、
夏
の
ハ
ウ
ス
で
の
作
業

や
冬
の
寒
い
中
で
の
作
業
、
雨
の
中
で
の

作
業
が
あ
り
大
変
で
嫌
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
耐
え
て
下
さ
い
。

で
も
、
嫌
な
こ
と
ば
か
り
で
な
く
楽
し
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
先
生
方
や
仲
間
と
協

力
し
て
乗
り
越
え
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
。

１
組
　
鈴
木
　
将
太

農
業
系
列

人
文
系
列

４
組
　
石
川
　
綾
菜

①
私
は
、
高
校
入
学
当
時
、
卒
業
後
の
進
路

が
就
職
で
あ
っ
た
た
め
、
た
く
さ
ん
の
資

格
を
取
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
商
業
系
列

の
科
目
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
商
業
系
列
で
は
主
に
、
簿
記
検
定
や
情
報

処
理
検
定
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
商
業
系
列
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で
資

格
取
得
に
向
け
た
学
習
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
２・３
級
は

し
っ
か
り
授
業
の
内
容
を
理
解
し
て
い
れ

ば
比
較
的
容
易
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
１
級
は
そ
う
簡
単
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
た
だ
授
業
を
受
け
て
い
る

だ
け
で
は
出
題
範
囲
が
広
く
覚
え
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
学
習
時
間
が
足
り
ず
取
得

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
そ
こ
で
、
放

課
後
や
自
宅
で
の
学
習
で
時
間
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
さ
ら

に
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
積
極
的
に
先

生
に
質
問
し
、
分
か
ら
な
か
っ
た
問
題
が

解
け
た
時
は
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
商
業
系
列

だ
け
に
限
ら
ず
、
自
分
か
ら
勉
強
し
、
小

さ
な
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
高
校
生
活
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
新
た
な
資
格
取

得
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

④
商
業
系
列
は
、
多
く
の
資
格
を
取
得
で
き

る
の
で
、
就
職
や
進
学
の
時
に
役
立
ち
ま

す
。
部
活
動
と
勉
強
を
両
立
さ
せ
る
の
は

難
し
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
取
得

し
て
お
け
ば
自
分
の
武
器
と
な
り
ま
す
。

な
の
で
、
自
分
の
将
来
の
た
め
に
も
あ
き

ら
め
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

商
業
系
列

１
組
　
佐
藤
　
夏
樹

①
私
が
こ
の
系
列
を
選
ん
だ
理
由
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
自
動
車
が
好
き
で
、
将
来
は
好

き
な
事
を
仕
事
に
し
た
い
と
思
い
自
動
車

系
列
を
選
び
ま
し
た
。

②
主
に
こ
の
系
列
で
は
、
３
級
自
動
車
整
備

士
、
危
険
物
取
扱
者
、
ア
ー
ク
溶
接
、
ガ

ス
溶
接
な
ど
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

③
自
動
車
系
列
で
は
、
主
に
「
ガ
ソ
リ
ン
エ

　
ン
ジ
ン
」「
ジ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
」「
シ
ャ

シ
」
に
分
か
れ
て
お
り
自
動
車
の
構
造
や

仕
組
を
座
学
と
実
習
で
学
び
ま
す
。
座
学

で
は
、
自
動
車
の
仕
組
と
構
造
、
法
令
、

過
去
の
試
験
問
題
な
ど
の
内
容
を
授
業
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。
実
習
で
は
、
実
際
に

部
品
が
エ
ン
ジ
ン
本
体
、
実
習
車
を
使
い

分
解
し
た
り
組
み
立
て
た
り
調
整
を
行
な

　
っ
た
り
し
て
学
び
ま
す
。
ま
ず
１
年
次
で

は
、
工
具
名
称
や
使
い
方
と
簡
単
な
自
動

車
の
構
造
を
学
び
、
こ
こ
で
自
動
車
の
基

礎
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
次
に
２
年
次
か

ら
は
、
実
習
が
加
わ
り
本
格
的
に
整
備
士

の
勉
強
が
始
ま
り
ま
し
た
。
２
年
次
で
の

実
習
は
、
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
分
解
組

み
立
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ

ル
な
ど
の
シ
ャ
シ
関
係
の
分
解
と
組
み
立

て
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
３
年

次
か
ら
は
、
ジ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、
法
令

が
加
わ
り
ま
す
。
実
習
も
車
両
点
検
や
ラ

イ
ト
の
光
軸
調
整
、
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
、

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
の
実
際
の
工

場
と
同
じ
く
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
自
動

車
だ
け
で
な
く
工
業
技
術
基
礎
と
し
て
ア

　
ー
ク
、
ガ
ス
、
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
、
フ
ラ
イ
ス

　
な
ど
の
機
械
工
作
に
つ
い
て
も
学
び
、
そ

の
ほ
か
働
く
う
え
で
大
切
な
ル
ー
ル
な
ど

も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
残
念
な
が
ら
長
く
続
い
た
自
動
車
科
は
、

今
の
３
年
を
最
後
に
終
了
と
な
り
工
業
系

列
に
な
り
ま
す
。
自
動
車
科
と
し
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
残
せ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
進

み
た
い
道
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
我
々
自
動
車
科
は
、
卒
業
後
の
試

験
で
全
員
が
３
級
を
取
得
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
‼

自
動
車
系
列

１
組
　
荻
原
　
悠
希

①
景
気
の
低
迷
よ
り
、
衣
食
住
で
さ
え
充
実

し
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
日
本
。
そ
こ
で

私
は
土
木
を
通
し
日
本
全
体
の
住
居
を
全

面
的
に
改
善
を
図
る
た
め
、
又
よ
り
良
い

住
宅
の
モ
デ
ル
は
？
と
い
う
疑
問
を
生
涯

に
渡
り
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
土
木
系

列
を
選
択
し
ま
し
た
。

②
当
系
列
で
は
、
測
量
士
補
・
２
級
土
木
施

工
管
理
技
士
検
定
・
危
険
物
取
扱
者
資
格

乙
全
類
・
ア
ー
ク
、
ガ
ス
溶
接
特
別
教
育

と
い
っ
た
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

③
土
木
系
列
を
通
し
て
、
主
に
土
木
全
般
の

基
本
知
識
か
ら
専
門
知
識
・
資
格
取
得
の

意
義
と
効
果
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま

ず
初
め
に
土
木
全
般
の
知
識
と
言
っ
て
も

大
き
な
く
く
り
に
な
り
過
ぎ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は
建
築
構
造
設
計
・

土
木
基
礎
力
学
・
土
木
施
工
・
測
量
・
土

木
製
図
の
座
学
を
始
め
と
し
、
土
木
実
習

な
ど
の
授
業
で
も
現
場
経
験
豊
か
な
教
師

陣
が
具
体
的
に
説
得
力
の
あ
る
言
葉
で
指

導
し
て
頂
き
、
進
路
が
進
学
で
あ
れ
就
職

で
あ
れ
、
と
て
も
実
用
性
の
あ
る
授
業
内

容
で
よ
り
良
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
次
に
資
格
に
つ
い
て
で
す
。
資

格
と
聞
く
と
な
ん
か
難
し
そ
う
な
ど
と
思

う
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
私
も
勉
強
が
得

意
で
な
い
た
め
苦
戦
し
た
分
野
で
も
あ
り

ま
す
。
土
木
と
い
う
分
野
だ
け
で
も
数
多

く
の
資
格
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
中
で
も

自
分
に
必
要
な
資
格
を
選
定
し
、
勉
強
・

受
験
す
る
必
要
が
あ
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
専
門
資
格
は
そ
の
業
界
を
理
解
す
る

最
善
策
で
も
あ
り
、
よ
り
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
設
定
と
勉
強
す
る
部
分
を
絞
り

込
む
こ
と
か
ら
自
己
管
理
力
や
選
定
力
が

問
わ
れ
今
後
の
生
活
に
も
大
い
に
役
立
つ

事
が
分
か
り
ま
し
た
。

④
ど
の
系
列
を
選
択
し
て
も
、
失
敗
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
土
木
系
列
を
選
択

し
て
も
商
業
分
野
を
独
学
で
勉
強
す
る
事

が
可
能
で
、
そ
れ
こ
そ
総
合
学
科
の
利
点

で
あ
る
分
野
ご
と
の
教
師
陣
に
放
課
後
な

ど
を
利
用
し
て
他
分
野
に
挑
戦
す
る
事
も

で
き
ま
す
。
長
期
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

立
て
る
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
今
何
を
す

べ
き
か
考
え
高
校
生
と
い
う
有
限
な
時
間

を
投
資
し
て
下
さ
い
。
今
何
を
す
べ
き
か

わ
か
ら
な
い
人
は
本
や
映
画
を
見
て
、
世

界
観
を
広
げ
興
味
を
持
つ
過
程
か
ら
始
め

る
事
を
私
は
お
勧
め
し
ま
す
。

１
組
　
三
浦
　
絢
太

土
木
系
列

宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報宮城県迫桜高等学校ＰＴＡ会報
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修学旅行
　in 関西
修学旅行
　in 関西

若小芋掘り体験

よし 飛ぶぞーッ !!

スクールライフスクールライフ
生
徒
総
会

　次
の
世
代
へ

運  動  会運  動  会

さんフェア宮城2016さんフェア宮城2016

避難消火訓練

選択書道　作品展示

ドリカムプラン発表会

ＰＴＡあいさつ運動
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活
躍
す
る

迫迫迫

生生生
桜桜桜

軌 　 跡軌 　 跡軌 　 跡

いろんなことがありました

卒業おめでとうございます　またいつか逢えるその日まで…

陸
上
競
技
部

支
部
新
人
大
会

（
男
子
）

　
５
０
０
０
Ｍ
　
第
二
位
　
那
須
野
紘
季

　
１
１
０
Ｍ
Ｈ
　
第
一
位
　
岩
嶋
　
一
馬

　
４
０
０
Ｍ
Ｈ
　
第
一
位
　
岩
嶋
　
一
馬

　
４×

４
０
０
Ｍ
Ｈ
　
第
三
位

　
　
　
　
　
那
須
野
紘
季
・
岩
嶋
　
一
馬

　
　
　
　
　
藤
　
　
　
遼
・
秋
葉
　
隆
真

　
走
幅
跳
　
　
　
第
三
位
　
菅
原
　
拓
斗

　
三
段
跳
　
　
　
第
一
位
　
菅
原
　
拓
斗

　
円
盤
投
　
　
　
第
三
位
　
佐
々
木
　
歩

　
や
り
投
　
　
　
第
三
位
　
佐
々
木
　
歩

（
女
子
）

　
第
三
位
　
佐
藤
　
り
な

　
２
０
０
Ｍ
　
　
第
一
位
　
村
上
　
　
凛

　
１
５
０
０
Ｍ
　
第
一
位
　
村
上
　
　
凛

　
３
０
０
０
Ｍ
　
第
一
位
　
高
橋
　
冴
佳

　
４×

１
０
０
Ｍ
Ｈ
　
第
二
位

　
　
　
　
　
菅
原
　
優
花
・
佐
藤
　
り
な

　
　
　
　
　
高
橋
　
冴
佳
・
柴
田
　
莉
乃

　
４×

４
０
０
Ｍ
Ｈ
　
第
二
位

　
　
　
　
　
菅
原
　
優
花
・
高
橋
　
冴
佳

　
　
　
　
　
佐
藤
　
り
な
・
村
上
　
　
凛

　
走
高
跳
　
　
　
第
三
位
　
高
橋
　
冴
佳

　
走
幅
跳
　
　
　
第
二
位
　
菅
原
　
優
花

　
円
盤
投
　
　
　
第
一
位
　
柴
田
　
莉
乃

　
　
　
　
　
　
　
第
二
位
　
小
野
寺
柊
佳

　
や
り
投
　
　
　
第
一
位
　
柴
田
　
莉
乃

　
　
　
　
　
　
　
第
三
位
　
菅
原
　
優
花

県
高
校
新
人
大
会

（
男
子
）

　
１
１
０
Ｍ
Ｈ
　
第
六
位
　
岩
嶋
　
一
馬

　
や
り
投
　
　
　
第
五
位
　
佐
々
木
　
歩

　
８
種
競
技
　
　
第
六
位
　
岩
嶋
　
一
馬

（
女
子
）

　
７
種
競
技
　
　
第
十
位
　
高
橋
　
冴
佳

県
高
校
駅
伝
大
会
　
二
十
三
位

　
　
　
　
　
村
上
　
　
凛
・
渋
谷
　
莉
子

　
　
　
　
　
佐
藤
　
柚
月
・
佐
々
木
く
る
み

　
　
　
　
　
高
橋
　
冴
佳

サ
ッ
カ
ー
部

地
区
新
人
大
会

　
第
一
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

地
区
新
人
大
会

　
第
五
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

地
区
新
人
大
会

　
第
二
位

バ
レ
ー
部
男
子

北
部
新
人
大
会

　
第
九
位

地
区
新
人
大
会

　
第
三
位

県
新
人
大
会

　
一
回
戦
敗
退

バ
レ
ー
部
女
子

北
部
新
人
大
会

　
第
十
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

支
部
新
人
大
会

団
体
戦
　
第
三
位

個
人
戦
　
芳
賀
・
宝
来
ペ
ア

　
　
　
　
眞
山
・
千
葉
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
県
大
会
出
場
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子

県
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会

ダ
ブ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
32
　
田
口
里
佳
・
千
葉
花
生

シ
ン
グ
ル
ス

　
ベ
ス
ト
32
　
遊
佐
　
汐
里

県
北
選
手
権
大
会

ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
　
田
口
　
里
佳
・
千
葉
　
花
生

　
準
優
勝
　
千
葉
　
　
凛
・
遊
佐
　
汐
里

シ
ン
グ
ル
ス
　

　
優
　
勝
　
千
葉
　
花
生

卓
球
部
男
子

ダ
ブ
ル
ス

　
第
二
位
　
佐
々
木
雄
大
・
小
野
寺
　
駿

シ
ン
グ
ル
ス

　
第
一
位
　
佐
々
木
雄
大

卓
球
部
女
子

学
校
対
抗
　
第
一
位

ダ
ブ
ル
ス

　
第
一
位
　
小
野
寺
　
楓
・
千
田
紗
璃
亜

　
第
二
位
　
佐
藤
　
　
穏
・
佐
藤
　
和
花

　
第
三
位
　
岩
松
　
穂
香
・
小
野
寺
愛
美

　
　
　
　
　
岩
渕
　
智
美
・
氏
家
　
梨
沙

シ
ン
グ
ル
ス

　
第
一
位
　
佐
藤
　
和
花

　
第
三
位
　
小
野
寺
　
楓

　
　
　
　
　
岩
松
　
穂
香

剣
道
部
女
子

地
区
新
人
大
会

　
団
体
　
第
二
位

　
個
人
　
第
二
位
　
後
藤
　
美
朋

柔
道
部
男
子

地
区
新
人
大
会

中
量
級

　
第
二
位
　
佐
野
　
彩
斗

重
量
級

　
第
三
位
　
遊
佐
　
龍
太

県
新
人
大
会

　
73
㎏
級
・
81
㎏
級
　
一
回
戦
敗
退

野
球
部

北
部
地
区
一
年
生
大
会

　
迫
桜
・
古
川
黎
明
連
合
４―

８
古
川
学
園

　
迫
桜
・
古
川
黎
明
連
合
０―

７
富
谷

　
　
　
　
（
７
回
コ
ー
ル
ド
）

　
迫
桜
・
古
川
黎
明
連
合
３―

７
古
川
工
業

ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

東
北
高
等
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

　
出
場

東
北
総
合
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

少
年
女
子

　
第
三
位
（
宮
城
県
代
表
３
名
）

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
愛
弥

　
　
　
　
　
　
昆
藤
　
愛
香

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
夏
樹

文
芸
部

第
18
回
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟

北
海
道
・
東
北
文
芸
大
会
　
宮
城
大
会

（
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
プ
レ
大
会
）

　
出
場

演
劇
部

宮
城
県
高
等
学
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

北
部
地
区
大
会

　
優
秀
賞

理
工
部

宮
城
県
高
等
学
校
理
科
研
究
発
表
会

　
優
秀
賞

美
術
部

第
23
回
宮
城
県
高
文
連
栗
原
・
登
米
支
部

総
合
文
化
祭

　
優
秀
賞
・
会
員
推
薦
賞

　
　
　
　
　
千
葉
亜
紗
美

写
真
部

第
23
回
宮
城
県
高
文
連
栗
原
・
登
米
支
部

総
合
文
化
祭

　
銀
賞
・
生
徒
推
薦
賞

　
　
　
　
　
二
階
堂
彩
乃

　
銅
賞
　
　
今
野
　
麗
奈

　
　
　
　
　
佐
々
木
優
香

　
　
　
　
　
太
田
　
彩
花

　
　
　
　
　
千
葉
　
香
穂

平
成
28
年
度
宮
城
県
高
等
学
校
写
真
展

　
奨
励
賞
　
岩
渕
　
夏
未

　
　
　
　
　
菅
原
　
梨
々
花

　
　
　
　
　
太
田
　
彩
花

書
道
部

第
23
回
宮
城
県
高
文
連
栗
原
・
登
米
支
部

総
合
文
化
祭

　
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
冨
栄
　
彩
奈

　
優
秀
賞
　
千
葉
　
萌
香

　
優
良
賞
　
大
友
　
美
紀

　
生
徒
推
薦
賞

　
　
　
　
　
大
友
　
美
紀

　
　
　
　
　
五
十
嵐
南
友

第
65
回
宮
城
県
高
等
学
校
書
道
展
覧
会

（
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
プ
レ
大
会
）

　
第
一
部
（
漢
字
）

　
特
選
　
　
大
友
　
美
紀

　
　
　
　
　
五
十
嵐
南
友

吹
奏
楽
部

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
大
会

予
選
大
会
栗
原
・
大
崎
地
区
大
会

　
銀
賞

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
予
選

栗
原
地
区
大
会

　
木
管
三
重
奏
　
金
賞
（
地
区
代
表
）

　
打
楽
器
六
重
奏
　
金
賞

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
予
選

宮
城
県
大
会

　
木
管
三
重
奏
　
銅
賞

平成26年度入学式

産
業
教
育
振
興
中
央
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
美
涼

宮
城
県
産
業
教
育
振
興
協
会
会
長
賞

　
自
動
車
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
未
来

　
商
　
　
業
　
　
　
　
　
　
門
脇
　
杏
奈

　
農
　
　
業
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
萌
美

　
福
　
　
祉
　
　
　
　
　
　
佐
藤
沙
矢
香

　
土
　
　
木
　
　
　
　
　
　
平
塚
　
絢
士

全
国
商
業
高
等
学
校
長
協
会

卒
業
生
成
績
優
秀
者
　
　
　
佐
藤
　
夏
樹

全
国
農
業
高
等
学
校
長
協
会

卒
業
生
成
績
優
秀
者
　
　
　
佐
々
木
愛
弥

全
国
高
等
学
校
ク
ラ
ブ
連
盟

　
家
庭
ク
ラ
ブ
員
表
彰
　
　
菊
地
　
　
瞳

宮
城
県
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
表
彰
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
千
樹

全
国
福
祉
高
等
学
校
長
協
会

理
事
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
栞

宮
城
県
高
等
学
校
危
険
物
取
扱
者
免
状

乙
種
全
類
取
得
者
表
彰
規
程
第
４
条
の
規

程
に
よ
る
表
彰
　
　
　
　
　
平
塚
　
絢
士

全
国
商
業
高
等
学
校
長
協
会
３
種
目
以
上

一
級
合
格
者
表
彰
　
　
　
　
菅
原
　
克
哉

全
国
総
合
学
科
卒
業
生
成
績
優
秀
者
　
　

　
　
　
　
及
川
　
沙
羅

迫
桜
賞

　三
浦
　
稜
士

功
労
賞

　佐
々
木
　
栞
　
　
久
光
　
華
奈

　
　
　
　
千
葉
　
晴
香
　
　
加
藤
　
遥
菜

　
　
　
　
佐
藤
　
夏
樹
　
　
昆
藤
　
愛
香

　
　
　
　
佐
々
木
愛
弥
　
　
千
葉
　
　
麗

　
　
　
　
佐
々
木
巧
弥

功
績
賞

　佐
藤
沙
矢
香
　
　
伊
藤
し
ず
香

　
　
　
　
鈴
木
　
恵
理
　
　
木
川
田
瑞
季

　
　
　
　
平
井
　
亜
実
　
　
田
口
　
里
佳

　
　
　
　
遊
佐
　
汐
里
　
　
千
葉
　
　
凛

　
　
　
　
菅
原
　
瑠
衣
　
　
高
橋
　
結
奈

　
　
　
　
加
藤
あ
か
り
　
　
千
葉
　
花
生

　
　
　
　
岩
渕
な
ご
み
　
　
佐
藤
亜
佑
美

　
　
　
　
小
野
寺
　
楓
　
　
氏
家
　
梨
沙

　
　
　
　
佐
藤
　
　
穏
　
　
岩
渕
　
智
美

　
　
　
　
小
野
寺
愛
美
　
　
佐
藤
　
和
花

　
　
　
　
岩
松
　
穂
香
　
　
千
田
紗
璃
亜

　
　
　
　
佐
々
木
侑
汰
　
　
佐
藤
　
宥
斗

　
　
　
　
小
野
寺
研
人
　
　
遊
佐
　
龍
太

　
　
　
　
岩
嶋
　
一
馬
　
　
佐
々
木
　
歩

皆
勤
賞

　大
場
　
恵
杜
　
　
西
条
　
和
哉

　
　
　
　
島
貫
　
郁
己
　
　
鈴
木
　
恵
理

　
　
　
　
千
葉
　
　
麗
　
　
久
光
　
華
奈

　
　
　
　
阿
部
　
直
希
　
　
加
藤
　
雅
史

　
　
　
　
千
葉
　
早
姫
　
　
松
浦
　
千
樹

　
　
　
　
石
川
　
　
駿
　
　
村
上
恵
里
奈

　
　
　
　
及
川
　
沙
羅
　
　
小
野
寺
省
吾

　
　
　
　
鈴
木
　
亜
美
　
　
三
浦
　
　
凌

　
　
　
　
海
野
　
幸
奈
　
　
熊
谷
　
真
那

　
　
　
　
佐
々
木
美
涼
　
　
千
葉
　
杏
朱

　
　
　
　
星
　
　
文
了

努
力
を
た
た
え
て

努
力
を
た
た
え
て



する胞膜ビーズというものの中に
実験に用いる菌を入れ、それを汚
水のモデルとなるものに投入し、
１日ごとにどれほど水質浄化され
たのかを過マンガン酸カリウムと
いう薬品を用いた中和滴定という
方法で水値を計測しました。
　今回の実験ではイースト菌と乳
酸菌を菌として、カロリーメイト
を水に溶かしたものを活水のモデ

ルとして用い、一週間の
間のサンプルを採取して数値を計測しました。
この実験方法自体は昨年度行ったものと同じで
したが、薬品の計量工程や濃度を合わせる工
程が多く、正直とても難しかったですが、先生
方のご指導のおかげで上手く操作
することができました。
　結果として、理科研究発表会
では優秀賞という成績を残すこ
とができました。来年度には、
更なる結果を残せるだけの力が
後輩の方々にはあると思ってい
ますので、更なる高みを目指し
　ていただきたいです。
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地
域
の
皆
様
方
の
声
を
会
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じ
お
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し
て
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り
ま
す
の
で
、

今
ま
で
同
様
広
報
委
員
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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の
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の
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ど

お
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す
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　今年度、私達理工部理科班は、11月に行われる理科
研究発表会に向けて実験を行ってきました。
　私は昨年度の先輩が行った「細菌による水質浄化」
という研究を引き継ぐ形で実験を行いました。この実 
  験では、人工イクラを作成する技術を応用して作成

「細菌による水質浄化」実験を
　　　　　　　　　引き継いで

２の２　髙橋　結奈

２の３　岩渕なごみ

編
集
後
記

編
集
後
記

10月7日 運動会

　私は今回初めて家庭クラブ研究発表大会に参加しまし
た。
　最初は２年次全員に「お手玉」についてのアンケート
を行い、アンケートをパソコンでまとめました。
　私達にとっての初めての発表は県大会でした。
　私は大勢の前で話すことはとても苦手で発表前でも緊
張していました。結果は最優秀賞をいただき、東北大会
に出場することができ、大変嬉しかったです。そして
12 月に行われた東北大会では今まで以上に緊張し失敗
しないかという不安でいっぱいでした。他校の発表は内
容が分かりやすく、抑揚がついているなど素晴らしい発
表でした。目標だっ
た全国大会には出場
できませんでしたが
悔いは残っていませ
ん。今回の活動に参
加したことをこれか
らも生かし、積極的
に参加したいと思い
ます。

　　　　　　　　今回プレゼンテーションを活用し「手
から手へ～迫桜からひろげよう ! 遊びうた～」と題して、
私たちが活動している家庭委員会の内容と保育所を訪問
したことについてまとめ発表しました。
　私はこのような経験は初めてだったので、あまり自信
はなかったのですが自分たちなりに練習期間を有効に使
い精一杯頑張ったので、聞いている方々に自分たちの思
いを伝えるという部分では、しっかりまとまった発表に
なったのかなと思います。
　今回の体験は自分にとって大変いい経験になりました。
この経験を活かしてこれからの生活をすごしていきたい
と思います。そして今回学んだことは次の活動に生かし
ていきたいです。

第64回東北ブロック
　家庭クラブ連盟研究発表大会
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